
  

 

54 音楽祭プログラム（6/3） 

オープニング合唱

司会＆主催者あいさつ 

音楽祭広報用イラスト優秀作品表彰 

かたくり 

ししの子 

ブービーバンド 

Periodista 

ローカル線

Rico ＆ Tatsu 

新潟県職労 

メイウィンズ

ふらっと・しゃーぷ 

パールライス 

（中実企画）若い会員の交流会 

（中実企画）メーデー合唱団 

（ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ）With Caution

合唱団ミール 

林音協 

東北北合同 

日音協茨城県支部 

日音協青森県支部 

日音協香川県支部 

日音協富山県支部 

日音協岩手県支部 

日音協九州支部 

日音協福島県支部 

日音協長野県支部 

日音協沖縄県支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 6 月 1 日 － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう － 第 653 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057  URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

6/4（2 日目）のプログラム（内容）は 3 面

に掲載。順番等は変更の場合があります。 

はたらくものの音楽祭ステージあれこれ話し 第８弾     坂口美日 

《今知ってほしい、はたらくものの音楽祭直前の話》 

  第５４回音楽祭開催直前の第８弾は、本番開催に向けた情報とお願いに

なります。 

●長岡市リリックホール ・シアターについて

今年の開催会場となる、長岡市リリックホール シアターは、２月号に

ステージ写真を掲載しましたが、演劇仕様のステージということもあり

とにかく広いです。音楽祭本番では、実際には前半分で演奏し、後ろ半

分はガランとした空間になることをご承知ください。

●出演直前の待機場所について

昨年の会場は下手袖（ステージに向かって左側）が大変狭かったた

め、次の出演の方も廊下や階段上での待機をお願いせざるを得ませんで

したが、今年の会場の下手袖は、広いです。大所帯の出演団体でも全員

入って待機いただけます。 

ただし、袖で発した音はしっかり客席に漏れます。会話はお控えいた

だき、必要な会話は小声で、あるいは場所を変えてお願いいたします。 

●コロナ感染拡大防止対策について

コロナ感染症は 5 類に移行した後も、感染に苦しむ方、死亡される方

の情報は絶えません。そうした状況を踏まえ、今年のはたらくものの音

楽祭ステージも、昨年並みの感染対策を行います。マスク着用について

は、ステージ上ではもちろん、会場内外でも、基本的には個人の判断に

お任せしますが、体調の悪い方は、『感染しない、感染させない』の観点

で、判断をお願いいたします。 

●開演・開場について

3 日(土)は、開場 12 時 30 分、開演 13 時、4 日(日)は、開場 9 時

45 分、開演 10 時としていますが、開場直前までリハーサルをおこなっ
て おり、時間が押した場合は、開場が遅れることもあるということをご
    承知おきください。ただし、開演が遅れることはありません。 

●演奏に関わる直前の変更について

出演者の急な不参加などによる、変更はわかった時点で舞台監督の坂

口に連絡をお願いします。前日までの変更は、電話、メールでお願いし

ます。当日は下手袖に待機しておりますので、直接お伝えいただくよう

お願いします。 

坂口 携帯電話 : 090-7945-6400(SMS も可) 

 Mail : p.mikann@nifty.com 

オープニングの練習中の皆さんです

今６月号は、6 月 3 日に音

楽祭を控え、郵送で受け取る

「音楽運動読者」にも、6 月

１日付近には手もとに届くよ

うに編集を急ぎました。 

行き届かない所（編集）が

あるかもしれませんが、ご容

赦願います。長岡音楽祭を楽

しみ、成功させましょう。 

（編集部） 

http://nichionkyou.org/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 653 号（2） 

第 54 回はたらくものの音楽祭 6 月 3 日（土） 
１、オープニング 

死んだ男の残したものは  詩＝谷川俊太郎 

             曲＝武満徹 

 鳩よ舞いあがれ      詩・曲＝今村一男 

 届け私たちの思い 歌にのせて 

          詩・曲＝日音協新潟県支部 

２、あいさつ  

第 54 回はたらくものの音楽祭中央実行委員会  

第 54 回はたらくものの音楽祭新潟県実行委員会 

音楽祭広報用イラスト優秀作品表彰  

３、かたくり 

 カタクリの花   詩＝笠木透 曲＝安達元彦 

 ピース・ナイン  詩＝笠木透 曲＝岡田京子 

４、ししの子 

 群青    詩＝南相馬市立小高中学校卒業生 

       曲＝小田美樹 

５、ブービーバンド 

 カウントダウン  詩・曲＝BBB 

 J アラヨット   詩・曲＝BBB  

６、Periodista  

構成詩｛されど灯し火は消えず｝ 

挿入曲 いまこそ往く   詩・曲＝おだかずや  

されど灯し火は消えず 詩・曲＝おだかずや  

７、ローカル線 

織りなしていくマーブル    詩・曲＝塚本茂子 

平林すとりーと      詩・曲＝上村一郎  

８、Rico ＆ Tatsu  

コトバ            詩・曲＝森理子  

カード            詩・曲＝森理子  

９、新潟県職労 

 WISH              詩・曲＝高林克比古  

10、メイウィンズ 

 ワルシャワ労働歌 詩＝クルジンシャノフスキー 

          曲＝不詳 

 自由の歌     ドイツ民謡 訳＝夏目利江 

11、ふらっと・しゃーぷ 

 ひとつぶの涙   詩＝笠木透 曲＝上田達生 

 ちいさな草を見てごらん    詩＝奥田祐子 

                曲＝原田文隆 

12、パールライス 

 青春の１Page～サイモンとガーファンクルへ～ 

              詩・曲＝山崎和敏 

 独り旅     詩＝宮沢英明 曲＝山崎和敏 

 

＜中央実行委員会企画＞  

13、若い会員の交流会 

 群青    詩＝南相馬市立小高中学校卒業生 

       詩構成・曲＝小田美樹 

 群青    詩・曲＝Ayase 

 

＜中央実行委員会企画＞  

14、メーデー合唱団 

 だから言いたいことを言おうよ  

詩・曲＝後藤雅裕 

 歩く歌      詩＝谷川俊太郎 曲＝林光 

 

 

 

＜スポットライト＞ 

15、With Caution 

 ・芋の島のうた      詩・曲＝飯塚寿之 

 ・荒れ野に生きて   岡部清さんの詩集より 

              詩・曲＝飯塚寿之 

 ・水の旅、水の記憶、ノーモア・ミナマタ 

              詩・曲＝飯塚寿之 

16、合唱団ミール 

おいでここへ  詩＝杉崎哲夫 曲＝瓦井孔二 

大きな心で   詩・曲＝松浦靖英 

17、林音協 

 青空の彼方へ  詩・曲＝宮澤英明 

18、東北北ブロック 

物語         詩＝佐藤信 曲＝林光  

たずねておいで    詩＝安沢ひろみ  

曲＝まとばよしお 

19、日音協茨城県支部  

 ウクライナ侵略に抗して  

詩＝市川信義、江崎文雄 

曲＝江崎文雄 

反核のうた      詩＝守谷明宏  

曲＝日音協茨城県支部 

20、日音協青森県支部   

わたしたちは生きてゆく  

詩＝佐藤康弘 曲＝阿部尚夫 

 星のパレード       詩・曲＝甲屋文史 

21、日音協香川県支部 

 青と、黄と、鈍色と    詩・曲＝宮脇昌典 

22、日音協富山県支部 

 ねがい      詩＝大洲中学校三年生有志 

          曲＝たかだりゅうじ 

23、日音協岩手県支部 

 青い空は誰のもの？     詩・曲＝窪田聡 

 一本の鉛筆    詩＝松山善三 曲＝佐藤勝 

24、日音協九州支部 

 新型コロナウイルス    詩・曲＝三小田 勲 

 ウッ暗いな        詩・曲＝三小田 勲 

25、日音協福島県支部 

 トリチウム毒は毒   詩＝南條善徳 

            曲＝高山博／南條善徳 

26、日音協長野県支部 

（日音協ソング 2022 推薦曲） 

 クロマニョンが笑ってる   詩・曲＝塚本昇 

27、日音協沖縄県支部 

 ふるさと沖縄        曲＝岡野貞一 

 やさしい心を武器にして  

        詩＝ビセカツ 曲＝普久原恒勇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝イラスト作品表彰＝ 

最優秀賞の遠藤希さん（自治労

新発田市職労）の作品は、５月号

でポスター紹介しました。 

優秀賞の江口友美さん（自治労

三条市労連）の作品を掲載しま

す。スペースが小さくてすいませ

ん。（日音協のＨＰでもご覧にな

れます。）      （編集部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 6 月 1 日              音 楽 運 動              第 653 号（3） 

28、ういみん 

 そんな世界が一番  詩＝加本和美 

         曲＝リチャード・カーペンター 

 戦争はさせない   詩・曲＝狭石利美 

29、シングルトリオ 

 コント自衛隊 2023  作＝シングルトリオ 

＜スポットライト＞ 

30、塚本茂子 

 ２人のルーティン    詩・曲＝塚本茂子 

 ヒキザンの bonheur   詩・曲＝塚本茂子 

 テッペンカケタカ    詩・曲＝塚本茂子 

  （日音協ソング 2022 推薦曲） 

 ぽーん         詩・曲＝塚本茂子 

31、村上幸子と生きる会 

 人生に四季があるなら  

詩＝落合純子 曲＝三木たかし 

32、Kako♡Mika 

 Always    詩・曲＝石川加鶴子 

 あなたは風  詩・曲＝石川加鶴子 

＜ゲスト＞ 

33、劇団 blue ジーンズ 

 普通の女の時間です～1945年のトップシークレット 

34、自治労音楽協議会 

 何かしなくちゃ   詩・曲＝山本英二 

 陽気にゆこう    詩・曲＝大貫裕弘 

35、日本私鉄労働組合総連合会 

 私鉄の仲間たち 詩＝古川和夫 曲＝平岡耀章 

 希望のうた   詩＝岡本昭宏 曲＝坂井克行 
 

 

 

 

第 54 回はたらくものの音楽祭 6 月４日（日） 

36、日音協秋田県支部 

 安心な未来を  詩＝下総 大 曲＝後藤雅裕 

 春風と青空   詩＝熊谷 均 曲＝後藤雅裕 

 戦争の誘惑に乗ってはいけない 

         詩・曲＝後藤雅裕 

37、日音協東京都支部 

 構成『その旗は振らない』 

  太陽の旗   詩・曲＝林光 

  堤が決壊してしまう前に 

         詩＝佐藤充彦 曲＝曽村征子 

  戦争はさせない  詩・曲＝狭石利美 

  私たちは許さない 詩・曲＝笠木博逸 

  戦争に力貸さない  

         詩＝杉 五郎 曲＝市野宗彦 

38、FM カンパニー 

 戦争なんかをするために  詩・曲＝笠木博逸 

 北の大地から       詩・曲＝磯野宏之 

39、日音協新潟県支部 

 長崎平和祈念像の歌     

     詩・曲＝今村一男／日音協新潟県支部 

40、エンディング 

 届け私たちの思い歌にのせて 

          詩・曲＝日音協新潟県支部 

インターナショナル   詩＝ポティエ 

訳＝佐々木孝丸／佐野碩 曲＝ドジェテール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国交流会は、6 月 3 日の 18 時 45 分から、アオーレ長岡（長岡市役所）1 階の市民

交流ホールＡで開催します。現在 120名ほどが集約されています。 

 リリックホールからの移動については、越後交通バスをお勧めします。 
＜県立近代美術館前＞ 17：03 18：08  所要時間 32 分（くるりん内回り） ※いずれも「長岡駅」 

＜ハイブ長岡前＞ 17：36 17：58 18：29  所要時間 18～21 分     行きに乗車願います。 

＜ハイブ長岡前＞ 17：51  所要時間 25 分（くるりん外回り）        ※運賃は 230 円です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 6 月 1 日  音 楽 運 動 第 653 号（4） 

5 月 1 日、晴天に恵まれた北海道メーデーは、札幌大

通リ公園西８丁目広場に３０００人が結集して行われ

た。４年ぶりに多くの参加者が集まった中で FM カンパ

ニーが３０分のオープニング演奏を行った。

私たち自身も当然４つ年齢を重ねメンバー全員が退職 

 者となってしまったので普段の地味な恰好は避けて明る  
いステージ衣装で臨んだ。観客にはどう映ったのかは定  
かでないが、久しぶりの観客の前での演奏でテンション  
は上がり、ノリノリであったのは確かだった。 

 祭典の終了後にはデモ行進の送り出し演奏をまた３０ 

 分行って任務を終えた。午後から佐藤会長のガレージで 

 BBQ を行い、メーデーをお祝いした。メーデー万歳！ 
（磯野宏之） 

ＦＭカンパニーのオリジナル CD が遂

に完成した。併せて笠木博逸セレクショ

ン CD も同時リリースです。新潟祭典で

それぞれ限定５０部の特別販売を行いま

すので、参加者の皆さんよろしくお願い

します。

FM カンパニーCD 
『喜唱点結』うたっていいんでないかい 

FM カンパニー佐藤和弘会長のお願い 

この度 2 年かけて CD 制作を行ってき

ました。コロナ禍で会場が使用出来なか

ったり、8 月にはコロナ感染拡大をメン

バー内で起こしてしまうとか、色々あり

ましたが、何とか新潟祭典に間に合いま

した。全 13 曲、メンバーの厳選作品で

す。限定歌詞付きの付録もお付けしまし

た。50 部全部売れるまで、北海道に帰

れまテン。よろしくお願いします。 

FM.、笠木 CD の購入、祭典以外での

申し込みは、メールでお願いします。 

hiroiso2021＠gmail.com  

FM カンパニー 磯野まで 

それぞれ定価 1,000 円（送料

無料）です。  

振込先はメールで連絡します。 

（磯野） 

『喜唱点結』収録曲 

1 うたっていいんでないかい 

2 北の大地から 

3 ブルーマウンテンサイド 

4 海のある街へ 

5 ゴメンだぜ 

6 さよなら原発 

7 海の向こうから 

8 なんもかんも忘れて 

9 長い旅の途中 

10 生きる 

11 武器を捨てて 

12 すべての人に 

13 メッセージ 

笠木博逸セレクション 
オンザロード（Ac-ver）

核のゴミと原発マネーのブル

ース

人生は晴れの日ばかりじゃな

いから

レッツシングアソング

オンザロード・アゲイン

ありがとう青春の歌たちよ

We try No.1

さよなら原発

うたの旅

海のある町へ

アショア U.S.A.

さくらエレジー

スカスカ音頭

たとえつらくても

喜びも悲しみも分かち合いな

がら

あじさいの花

私たちは許さない

オンザロード（ HR-ver. ）

全１８曲 

いろいろお金の出費があると思

いますが、会場ではクレジットカ

ードは使えないと思います。 

現金のご用意をお願いいたしま

す。        （編集部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 6 月 1 日  音 楽 運 動 第 653 号（5） 

5 月 13・14 日の平和行進に参加した後、17 日ま

で沖縄に居ました。15 日は安和、16 日は塩川の行

動に参加しました。どちらも土砂搬出の場所です。採

石場から掘り出した土砂を船に乗せ、沖から辺野古に

運んでいくのです。 

安和の琉球セメントには、船に積み込むためのベル

トコンベアを覆う長いトンネルがあります。採石場か

らのトラックの入る搬入口と、空になったトラックの

出る搬出口の両方で、朝７時から２０時まで、牛歩で

横切って運行を妨げるのです。塩川（港）でも７時か

ら 17 時まで、同様にトラックの搬入出を妨げる行動

があります。辺野古では集会があったり座り込みの攻

防がありますが、ここではただ延々と歩くだけです。

参加も休憩も各自、自分のペースです。

安和は昨年に次いで 2 回目、塩川は初めての参加で

した。塩川で、地元で参加されている方が、「ダンプ

は１日１６０台と、防衛局は約束した。でも多い日は

６００台も行きかう！時間も守らない。やりたい放題

だ！」と怒りのアピールをしていました。ちなみにこ

の日は 200 数十台に抑えられたそうです。 

 ４年前、美ら海水族館に向かうバスの窓から、赤土

むき出しの採石場を見てショックを受けました。それ

が『ぼくとオキナワ』という歌につながっています。

今年同じルートから見ると、道路側から見える砕石山

が増えたように思います。山を削って削って、美ら海

を埋めているのです。台風の多い沖縄で、海の近くの

山をこんなにも削って、赤土が海に流れ込みはしない

のでしょうか。 

 私は運転ができないので、いつもバスです。今回は

知人の車に同乗しましたが、安和へはやんばる急行バ

スで行けます。あなたもぜひ！        （森理子） 

 5月 1日（月）9時 30分から、サンポート

高松で、日音協は開会セレモニーとして約 30

分間、歓迎の歌声を響かせました。 

メンバーは高田、井下、細川で、「青と、黄

と、鈍色（にびいろ）と」を始め、高田会長の

三味線伴奏で「聞け万国の労働者」、そして定

番の「peace & happy」などを歌いつなぎ、

最後はがんばろう」で締めました。 

晴天の「うたごえ」は気持ちいい！ 

（細川剛） 

 井下さん 高田会長   細川さん 

５月３日、東京都江東区の有明防災公園で、「あら

たな戦前にさせない！守ろう平和といのちとくらし

2023 憲法大集会」が開催され、２万５千人が参加

しました。 

 日音協は、『5・3 憲法集会みんなで歌う合唱隊』

の一員として、「HEIWA の鐘」の参加者全体の合唱、

そして、デモ行進の送り出し演奏をしました。 

　また、ミニステージ＜Human Music ライブ＞を

担当しました。　　　　　　　 　　（松本敏之） 
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▼
な
ん
か
変
だ
な
有
名
な
曲
、
い
く
つ

か
。
▼
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」

コ
ン
ド
ル
の
体
重
十
数
㎏
と
い
う
の
は

筋
肉
を
使
っ
て
飛
ぶ
鳥
の
体
重
の
限

界
。
コ
ン
ド
ル
は
昼
間
、
山
の
中
腹
と

日
の
当
た
ら
な
い
谷
間
の
気
温
差
に
よ

っ
て
生
じ
る
上
昇
気
流
に
の
っ
て
舞
い

上
が
る
。
上
昇
気
流
中
で
コ
ン
ド
ル
は

巧
み
に
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
運
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
し
な
が
ら
飛
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
コ
ン
ド
ル

は
浮
い
て
い
る
」
が
正
し
い
題
名
か
も
。

夢
が
な
い
ね
。
▼
「
翼
を
下
さ
い
」
大

空
を
自
由
に
飛
び
回
り
た
い
と
願
っ
た

歌
だ
が
、
ま
あ
気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

手
が
翼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
。

楽
器
は
弾
け
な
い
し
道
具
も
作
れ
な

い
。
そ
れ
に
、
鳥
は
体
重
が
軽
い
が
空

を
飛
ぶ
の
で
相
当
量
の
餌
を
食
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
人
間
に
換
算
し

た
ら
食
糧
危
機
は
想
像
を
絶
す
る
。
こ

れ
ま
た
夢
の
な
い
話
。
▼
「
虹
と
雪
の

バ
ラ
ー
ド
」
♪
き
み
の
名
を
呼
ぶ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
♪
。
筆
者
は
ず
っ
と
♪
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
塔
♪
と
思
っ
て
い
た
。
ま

た
、
ゼ
ネ
コ
ン
を
儲
け
さ
せ
や
が
っ
て
、

と
。
▼
「
中
央
フ
リ
ー
ウ
エ
イ
」
♪
調

布
基
地
を
追
い
越
し
♪
と
あ
る
が
、
追

い
越
す
と
い
う
の
は
相
手
も
動
い
て
い

る
状
態
の
こ
と
。
愛
は
何
で
も
可
能
に

す
る
か
？
▼
「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ

う
」
♪
♪
貴
女
を

待
て
ば
ア
メ
が
降

る
♪
。
ア
ク
セ
ン

ト
は
「
飴
」
だ
が
、 

甘
い
二
人
だ
か
ら

ま
あ
良
い
か
。

（167） 

飯島貞親 

▼種々編集の都合があり、今号は笠

木さんのＣＤの販促（販売促進）の

コーナーにさせていただきます。そ

れでは笠木さん、どうぞ。▼ミュー

ジックＣＤ笠木博逸 Selection『On

the road』▼我が人生において、は

じめての音楽ＣＤです。▼４年前か

らの構想で、相棒の沼前さんと二人

でこつこつレコーディングをしてき

ました。▼途中、コロナ禍では、ス

マホで録音をして、メールで送信し、

伴奏と歌を合体させるという今まで

には考えられないレコーディングも

経験しました。▼昨年秋、関東ブロ

ック合宿から帰ってきて、息苦しさ

を感じ、コロナの後遺症かと思いま

したが、大きな病院の精密検査で肺

ガンのステージ４という診断でし

た。▼この間、抗がん剤治療の化学

療法を受けながら、ジャケットなど

の装丁を終えて、今月 CD がやっと

完成しました。▼新潟祭典で自らＣ

Ｄを販売したかったのですが、まだ

無理は出来ない状態で参加出来ませ

ん。自分が歩んできた人生「On the

road」の中での厳選したセレクショ

ン曲、是非とも、このＣＤを手元に

おいて、聴いてくださるだけで、う

れしく思います。闘病中ですが、創

作意欲は衰えてはいません。「来年の

沖縄には行くぞ！」という強い気持

ちでいますので、また会いましょう。 

【
参
加
者
】
は
し
ゆ
き
さ
ん
、
松

本
さ
ん
、
ス
ー
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、 

坂
口
さ
ん
、
達
哉
、
森
、
計
７
名

茱
萸
坂
に
、
久
し
ぶ
り
に
松
本

さ
ん
が
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
登
場
。

そ
れ
に
安
心
し
て
、
モ
リ
ヤ
さ
ん

と
イ
サ
さ
ん
は
『
沖
縄
屈
辱
の
日

ブ
ル
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
』
に
向
か
っ

た
。ス

ー
さ
ん
が
松
本
さ
ん
に
「
『
オ

ス
プ
レ
イ
～
』
っ
て
、
歌
っ
て
よ
」

と
リ
ク
エ
ス
ト
。
そ
こ
か
ら
『
松

本
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
』
が
始
ま
っ
た
。

『
オ
ス
プ
レ
イ
』『
１０
年
前
の
事
』

『
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
鐘
』
そ
し
て
最

近
行
動
時
に
歌
っ
て
い
る
と
い
う

『
一
人
の
手
』
な
ど
な
ど
。
は
し

茱
萸
坂
う
た
行
動 

４
／
28
（
４
７
３
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

ゆ
き
さ
ん
が
電
子
リ
コ
ー
ダ
ー
で

音
を
添
え
て
い
く
。 

佐
藤
さ
ん
も
到
着
し
た
。
達
哉

が
ち
ゃ
っ
か
り
三
線
を
借
り
て
し

ま
い
、
佐
藤
さ
ん
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
構
え
る
。
『
原
発
な
く
た
っ

て
』
『
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む
海
』。
ス

ー
さ
ん
が
『
怒
り
の
こ
ぶ
し
を
上

げ
よ
う
』
に
新
し
い
歌
詞
を
加
え

て
い
た
。
「
許
さ
な
い
ぞ
Ｇ
Ｘ
法

案
」
だ
。
怒
り
の
こ
ぶ
し
は
上
が

り
っ
ぱ
な
し
だ
な
。
ど
ん
ど
ん
歌

詞
が
増
え
て
い
く
。
佐
藤
さ
ん
は

坂
口
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え

て
歌
声
を
披
露
、『
辺
野
古
旅
情
』

を
朗
々
と
歌
い
上
げ
て
く
れ
た
。

歌
い
な
が
ら
間
奏
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
入
れ
て
い
く
。 

久
し
ぶ
り
の
参
加
者
に
は
リ
ク

エ
ス
ト
の
優
先
権
が
あ
る
よ
、
と

言
っ
て
、
坂
口
さ
ん
の
希
望
で
『
か

あ
さ
ん
の
歌
』。
茱
萸
坂
の
初
期
の

こ
ろ
の
加
本
作
品
。
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
忘
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
３
番
は

き
っ
ち
り
歌
え
た
。 

「
自
民
の
皆
さ
ん

あ
な
た
た

ち
に
も
母
さ
ん
は
い
る
で
し
ょ
う

…

原
発
止
め
て
議
員
も
辞
め
て

い
ち
か
ら
出
直
し
な
さ
い
」

闘
う
か
あ
さ
ん
の
歌
だ
。
懐
か

し
い
。

モ
リ
ヤ
さ
ん
の
リ
ー
ド
は
無
い

け
れ
ど
、
怒
り
を
こ
め
て
『
水
に

流
す
な
』
を
歌
っ
た
。
そ
し
て
メ

ー
デ
ー
の
時
期
だ
か
ら
『
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
私
た
ち
が
決
め
る
』。

憲
法
記
念
日
を
前
に
心
に
刻
む

『
決
意
』。 

最
後
は
、
『
原
子
力
発
電
Ｎ

Ｏ
！
』。
歌
っ
て
い
る
途
中
、
い
つ

も
の
親
子
連
れ
が
通
り
か
か
っ

て
、

て
、
妹
ち
ゃ
ん
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
配
っ
て
く
れ
た
。
茱
萸
坂
を
始

め
た
こ
ろ
、
ま
だ
お
母
さ
ん
の
お

腹
に
い
た
女
の
子
だ
。
茱
萸
坂
を

通
っ
て
国
会
前
庭
の
キ
ャ
ン
ド
ル

エ
リ
ア
に
参
加
し
続
け
て
い
る
。

行
動
し
続
け
て
い
る
人
の
存
在
は

力
に
な
る
。
私
た
ち
も
繋
い
で
い

こ
う
。

※
笠
木
さ
ん
の
回
復
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
体
調
を
み
て
、
連
絡
く

だ
さ
い
。
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ね
。
よ
ろ
し
く
。

（
佐
藤
） 




